モデ ル ! 
周 没 数 編 囲 計 145.395 MHz。 ーー 95 ep 
電 没 弄 式 F3 (FMD 
- | アンテ ナイ ン ビ ピー ダン ス 509 
区 1 肥 電 圧 DC13.8y 
VHF 送信 約 3.1A 約 9.8A 
当 起 VHF 受信 約 08A 約 0.8A 
人 UHF 送信 約 38 人 A 約 10.3A 
約 08A | 約 08A 
150X50x 173mm) | 150X50X203(mm) 
約 1.600g 約 1.200g 


10W 35 W 


リア クタ ンス 変調 
土 5kHz 
ー60 dB 以下 
ダブ ルス ー パ ー ヘ へ テロ ダイ ン 方 式 
VHF 10.2 MHz/455 kHz. UHF 30.825 MHz/455 kHz 
12 dB SINAD 一 16dBg 
土 8 kHz 以上 /ー6 d ・ 土 12 kHz 以下 /ー60 CB 


低 周 返 邊 彰 イ ン ビ ピー ダン ス 


JAIA (日 本 アマ チュ ア 舞 線 機器 工業 会 ) で 定め た 測定 法 
で 渦 定 し た も の で す 。( 一 部 社内 滑 定 法 を 含む 。) 


J つ し に ニー リ ココ 電子 株 式 会 社 


夫 社 大 阪 支店 ST 商 AP 1 番 5| 号 ツイン 21MID ビ ル 8 宇 0-945-914D( 代 朋 ) 


OL 導 - 令 、 導 - 暫 虹 人 区 地域 1 丁 「 千 り 生 サン シャ イン 50-22 侍 太 03-983-9361( 代 表 ] 
* 札 末富 算 所 : 69 fh 科 ね る 一 条 柄 2 丁目 1 午 札 唱 時 計 台 ピル 4 在 人 せ 0i-21-7712( 表 ] 
人 包 台 営 商 提 380 仙台 生 一 町 < 丁目 5 航 | 号 仙台 源 一 生 條 タワ ヴー ビル 15 催 全 022-221-B220( 代 衣 ) 
右 展 宮 生 所 45O 右 吾 屋 宙 中 区 2 丁 上 1 閣 1 息 dk ル 15 竣 058-312-0541 (代表) PS0122 
広島 賞 旦 請 : 和 〒30 広島 市 中 区 槽 本 町 0 一 10 区 島 イ ン テ ス 5 時 人 082-322-C234( 代 因 ) 


き 隆 回 営 思 所 : TB12 福 還 和志 湯 避 陽 凶 駅 南 1 TB3 き 6 す 3 も 0 032-473-8034( 代 表 ) 


きま サ ー ヒ ス 必 氷 : 和 〒170 東 所 竹島 区 東光 的 3 丁 1 秋 1 号 サン シャ イン 人 03-983-9361( 代 避 ) F1188K1100-1000① 


攻 C/ だ た OL 


VHF/UHF TWIN BAND FM TRANSCEIVER 


LDH- ら / ど XX/HX 


VHF/UHF TWIN BAND FM THANSCEIVER 


DRH-5/0SXX/HX 


取扱 説明 書 


CFOC だ トラン シー パー を お 買上 げ い た だ きま し て の 
り が と うろ ござ いま す 。 

本 機 の 機能 を 充分 に 発揮 さ せ て 効果 的 に ご 生 用 いた だ く 
た めこ の 取扱 説明 番 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み 下さ 
い 。 ま た この 取扱 説明 書 は 必ず 保存 下さ い 。 ご 使用 中 の 
不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た 時 お 役に立ち ます 。 


105 有朋 四 
ずつ し プーコ 電 株 式 会 社 


この 舞 線 必 を 使用 する に は . 重政 省 の アマ チュ ア 無 線 局 の 見 時 が 必要 で す , また . アマ チュ ア 無 株 は 外 の 通信 に は 合用 で きま せん 。 


目次 
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レビ ー タ ー と は - ・ 5 用 
JARL 制定 レビ ー タ ー 有人 出井 430NH 和 ーー ツー ニー ニー ーーーー22 
レビ ピー ター の 恒 用 ・ あ 020 
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ロコ ン ピ ュ ー 時 _ の メモ リー バッ クア 
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| 


圏 テレ ホン 感覚 の 同時 送受 信 運 用 が 可能 
144 MHz 落と 430 MHz 帯 で 、 そ れ ぞ れ 送 信 及び 受 
信 (ある い は . その 遡る 可 ) を 同時 に 行なう . テレ ホ 
ン 懲 覚 の 同時 送受 信 クロ スパ ンド フル デュ ー プ レッ 
クス 連用 が 可能 で す 。 
こみ いっ た 会 医 や 、 テ ン ポ の いい 会 話 の 時 に は 、 便 
利 な 後 能 で す . 


咽 2 パンド 同 時 受信 可能 
VHF と UHF の 2 つの パン ド を 詞 叶 に 受信 で きま す 。 


恒 2 バン トド 独立 表示 
2 つの パン ド 共 , 各々 独立 し た 周波 数 表示 器 和 や 5 メー 
タ . ある い は BUSY イン ジ ケ ー タ の 徐 間 を 持っ て いま 


す 。 


バン トド 独 立 ボ リュ ー ム & ス ケル チ 

2 つの バン ド 間 , 各々 独立 し た ポリ ュー ムツ マミ こと 
スケ ル デ テツ マミ を 持ち 、 各 バン ド を 召 々 冠 み の 音 硬 や 
スケ ル テ 感 度 に 合わ せる こと が で きま す 。 


時 ト ー ン エン コー ダー/ トー ンス ケル チ 周 波数 を 


2 バン ド 別 々 設定 可能 

オプ ショ ン の トー ンス ケル テ ユ ニッ ト (EJ-5U) を 取 
付け る と . トー シン エンコーダー プス ケル チチ 千波 数 を 2 
バン ド 到 々 に 設 し た 祝い 方 も 可能 で す 。 

同時 送受 信 時 の スケ ル デ 運 用 等 の 楽し み 方 が で きま 
す 。 


還 夜 問 明 明 付 
撰 作 パネ ル 上 の つま みや 提 作 ボタ ン は , 夜間 の モー ご 


ル 運 用 に 景 迄 な よう に . 見 や すい 遂 明 付 で す 。 
特に ビア ノ タ ッ チ 撰 作 ボタ ン は , アン バー の シャ ワー 
ライ トイ ルミ ネー ショ ン 付 で す 。 


亜流 唱 


DR-572SX/HX は モノ トー ン 溢 晶 . DR-570SX/HX 
営 カ ラー 液 暴 を 栄 用 し て いま す 。 周 当 数 ・ メ モリ ー テ ャ 
シネ ル ・ レ ビー ター 動作 ・ ト ー ン 動作 ・S/RF の グラ フ 
ィ ッ ツク 表示 寺 は . 昼夜 を 遇 わ ず 紀 適 な か モー ビル QSO を 
守 更 し ます 。 


軸 ロ ッ ク 付 マイ ク を 本 準 装備 
環 準 半 傷 マイ ク は . PTT/UP/DWN の り リモ コン スイ ッ 
デ の 地 に . この UP/DWN の 脱 操作 防止 有明 の ロッ クス 
イッ デ 付 で す 。 
の マヤ イク で す 。 


また ポ ボディー は まま に な じ む ティ アタ イプ 


田 チ ャ ン ネ ルス テッ プ は 5 種類 


VFO モー ド で ステ ッ プ UP (又は DOWIN) させ る チャ 
ン ネ ルス テッ プ は , 5 kHz/10 kHz/12.5 kHz/20 kHz/ 
25 kHz の 5 種類 の 中 か ら 任意 に 選ぶ こと が で きま す 。 


本 機 の 特長 


較 ス キャ ン 援 能 は 4 種類 


田 ト ー ン スケ ル チ 運 用 も 対応 


心 プ ロダ ラム スキ ャ ン 
VFO モー ド に て 、 メモリー チャ ン ネ ル の 7.8 チ ャ 
ン ネ ル に スキ ャ ン さ せ た い 周波 数 者 囲 を メモ リー ませ 
て , スキ ャ ン を スタ ー ト ざさ せ る と プロ グラ ム ス キ ャ ン 
に な り ま す 。 

メモ リー スキ ャ ン 
メモ リー モー ド に お いて . スキ ャ ン を スタ ー ト させ 
る と メモ リー スキ ャ ン に な じ ま す 。 
メイ ン , サブ と も 最大 10 チャ ン ネ ル メ モリ ー を ス 
キャ ン し ます , 

①VFO スキ ャ ン 
VFO モード に て メモ リー チャ ン ネ ル の 7.8 チ ャ ン 
ネル に 同じ 周 減 敷 を メモ リー させ て スキ ャ ン を ス 
ター ト さ せる と VFO スキ ャ ン に 谷 り ます 。 
その 誰 辻 全て を 設定 され て いる チャ ン ネ ルス テッ 
プ に て スキ ャ ン し ます 。 

プラ イオ リティ ー 
特定 の 周波 数 を 5 秒 に 1 回 受信 する プラ イナ オリ 
ティ ー 機 能 で す 。 


又 ゆ ②③ の を スキ ャ ン に BUSY スキ ャ ン か ら ワ ン 
タッ チ で 空き チャ ン ネ ルス キャ ン に 切換 え 可 能 で す 


較 多 種 多彩 な ビー ブ 音 


如 キ ー の 操作 時 に 50 栖 品 上 の 多彩 な ビー プ 斉 を 発 
生 し. 吉 環 アラ ー ム と し て 動作 し ます 。 


馬 ボ ケッ トペ ベル 機能 


特定 の 下手 あら の 呼び 出し が あっ た と き に ピー ブ 理 
を 発生 する と 共に . 呼び 出し が あっ た こと を 乗 示 する 
こと が で きま す 。 


画 ARA (アク ティ ブレ ビー タ ア シス ト ) 


レビ ー タ の 周 流 数 井 の み を スキ ャ ン す る の て , 短 詩 
癌 で レビ ー タ を 捜し 出す こと が で きま す 。 


画 デ ュー プレ クサ ー 内 蔵 


デュ ー ブ レ クサ ー 内 産 に より . 2 パン ド (144/ 
430 MHz) 周 アン テ ナ を 宣 用 し ます と , 無線 栓 と の 接 徹 
用 ケー ブル は 1 本 で すみ . 大 変 経済 的 で す 。 

(オプ ショ ン ) 

オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (E ナ 5U) を 取 

付け る と 37 遥 び の トー ンス ケル チ 通 用 が で きま す 。 


田 ABX 機能 


サ プ パ ンド に 信号 が 人 っ て スケ ル チ が 有 い た と き 自 
動 89 に バンド を 入れ 換え る こと が で きま す 。 


画 そ の 他 の 歓 能 


フロ ント パネ ル 衝 の キー ロッ ク 機 能 ス イッ チノ 送受 信 


周波 到 を 反 皿 する リバ ー ス スイ ッ チ メモ リー スキ ッ プ 


擬態 プア スプリット 運用 葉 骨 等 。 


畔 本 取扱 説明 和書 に 記載 され て いる 場合 を 除き , ケー ス な ど 
を 外し . 内 部 に ふれ る こと は ざ ご は て くだ さい 。 内 部 に 手 
を ぶれ る と 感電 、 故 障 の 原 誠 と な る こと だ あり ます . 


罰 記 記 日 の 当たる 訂 、 暖房 諾 具 な ど 発 熟 物 の 豆 く は さけ 
て くだ さい > 

玉 花 びん , 化粧 品 な ど 水 の 入 っ た も の は . セッ ト の 上 に 貫 
か な いで くだ さい 。 ま た , 湿気 の 多い 所 は に さけ て くだ さ 


> 


還 放 熱 を さく する た め 全 から 10 om くら い 可 し て くだ さ 
い 。 


還 ほ こり . 振動 の 少な い 安定 し た 場所 に セッ ティ ング し て 
くだ さい 。 


罰 本 セッ ト は DC 13.8V (一) 潤 地 有 田 で す 。 


1 . ご 使用 の 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 


還 DC 安定 化 電源 を 使用 する 場合 ぬ ぬれ た 地 で AC 筐 源 ブ 
ラグ の 抜き 差し を 社 い ます と 感 夢 する お ぞ れ だ あり ま 
す 。 絶対 に し な いで くだ さい > 


視 党 注 ニ ー ド を 3| っ ぱっ た いり 無理 に 折り まげ だ たり. 継ぎ 足 


し た りす る こと は , 通電 し なくなっ た り . ショ ー ト の お 
それ が あり ます の で し な いで くだ きい 。 


画 万 一 、 煙 が 出 た り . 裕 な 奥 い が する 場合 、 電 源 ス イッ ソチ 
を すばやく OFF に し て 亀 渡 コー ド を 抜い て くだ さい > 
その うえ 速やか に 骨 入 店 また は 最寄り の 当社 サー ビス 窓 
ロロ へ ご 中 絡 くだ さい > 


弄 チ ュー ナー、 デ テレ ビ な ど 、 他 の 概 人 角 に 妨害 を 与え る よう 
な と き は , 臣 璧 を 中 し て 設置 し て くだ さい 。 


罰 混 披 の 癌 い 所 や 浴 た い 所 か ら 急 に 足 かい 所 人 へ 移動 し ま 
す と 製品 に 加 が つく 場合 が あり ます 。 現 が つく と 製品 の 
動作 に 悪 影 峰 を 与え , 牙 奄 の 原 回 と な り ま す の で . よ ぐ 
間 燥 させ , 唆 を よく 到 り 除い て か ら ご 便 用 ぐ ください: 


ー 


2. 接 続 = っ っ - 、 則 


2-1. モー ビル で 運用 する 場合 


① 取 付 場所 
ご 使 月 の 事 種 に より 重 内 レイ アウ ト は 異 り ます が , 撰 作 
性 , 安全 運 配 の 面 が ら 最 適 の 場所 を みつ け て くだ さい 、。 
と くに . ひざ ど が セッ ト に 当ら な い 様 な 場所 を 選ん で ぐだ 
さい 。 駿 , 赴 授 掘 勤 が 伝わる 場所 や . カー ヒー ター の OX 


出し ロ な ど セ モッ ト の 温 疲 が 上 昇る 場所 は さけ て くだ さ . 


1 見 回 


① 重 埋 ア ング ル の 取 和装 方 法 
図 の 様 に 車載 アン グル を 車 に 取付 け , 付属 ビス で 不 体 を 
ブラ ケッ ト に 取付 け て くだ さい 。 


ポ ボディ に 至り 付 に る 


SS * 通 和 5 以上 を あけ た 場 き y 

本 機 は 13.8V 用 で す 。 ト ラッ ク な ど 24V バッ テリ ー の 9 2 

車 は . 直 普 玲 半 す る こと は 出来 ませ ん 。 

又 ,(ー) 欠 地 車 で ご 使用 くだ さい 。 まれ に ( 十 ) 扱 地軸 2 
が あり ます が その 場合 は , 最 居 り の 販売 店 又は 当社 サー 薄 ア ング ル M5x20 mm ビス 


ビス 窓口 で ご 相談 くだ さい 。 
電源 は . 138BV を ご 使用 くだ さい 。 車載 で ご 使用 に な 
る 弄 合 は バッ テリ ー に 画 授 援 続 し て くだ さい 。 シ ガー ブ 
ラグ を 使用 され ます と 、 答 源 の 供給 が 不安 定 に な り ま す 
の で . 性 能 が 保持 で きま せん 。 
電源 コー ド の 赤 を プラ ス ( 十 ) 冶 に , 黒 を マイ ナス (一) 極 
に 接続 し て くだ さい 。 知性 を 岡 違 いま す と , トラ ン シ ー 
バー が 培 れ る 箇 が あり ます 。 


< 下 了 乳 と し て $4 土 0.2 を あけ た 場合 > 


M5 平 ワ ン シ ャ 


専 柚 アン グル ー | M5x20 mm タッ ピン グ ビ ピス 


ーーー = 5 ーーー FN 
| ロロ ここ ーー - 凍 2 
運用 時 の ご 注意 . 
男 員 波 を 発 凶 さる まえ 1 . 充分 ご 注意 下さ い 。 特に 
ハム パンド の 近 ぐ に ば , 多く の 栄 季 用 線 局 が 運用 され 則 と じ て 行 な わ ず : 必 
て いま す 。 ご れ ら の 朱 靖 局 の 近く で 電波 を 発 前 する と うに し まじ しょ う 。 本 SE 
マチ ュ ア 無 疹 局 が 電波 流 信 を 泥 足 し て いて も , 選 わ ぬ 飼 白 訂 内 計 活 夷 内 。 新 幹 宮内 業 外用 無数 局 
- 没 陣 害 を 吉 こ すこ と が あり ます の で 。 移動 連用 な ど に は で 中 乱 司 計 近 かど: NN 
ド e 6 ーー EE ES 1 ニュ / 


ぎの よう な 場所 で の 運 記 は 原 
場 信管 理 者 の 承認 を 計る よ ・ 


と 
は 


避 で 5 SS SO <T ID 
+ 属 己 
付属 品 0 
1Dioe 3 っ DOUG ーー 人 到 扱 説明 財 1 SS 


マイ クロ ポタ ho SS . ま ゴム 足 


に トン 四 記 に EE 則 計 に 


員 モ ー ビ ル アン テ ナ の 取 装 訪 法 
本 機 は ,. デ ュー プレ クサ ー を 内 央 し に. アン テ ナ コ ネクター 
(M 国 : を 1 頒 と し て いま す の で . 下 販 の デュ アル バン 
ド 用 (144 MHz と 430 MHz: アン テ ナ を 授 続 する こ 
と を お すす めし ます -。 V.U 別々 の アン テ ナ を 2 本 使 月 
する 場合 は . アン テ ナ 共 月 器 , 変換 コネ ター 等 が 必要 
に な り ま す 。 


デュ ー ブ レ クサ ー 内 局 


i デュ ー ブ レ クサ ー 

! (アンテナ 共 必中 
本 体 
上 


デュ アル バン ド 用 アソ テ ナ 使 用 時  V.U 2 本 の アン テ ナ 局 用 時 


同軸 ケー ブル は 50@ の も の を お 使い くだ さい 。 
モー ビル アン テ ナ は 征 の ボディ に アン テ ナ の 天台 を 設置 
る 必 欄 が あり ます 。 確実 こ 取 り 付 に て くだ さい *。 


還 


モー ビル アン テ ナ 取 付図 


) マグ ネット 下 台 


2-2. 固定 で 運用 する 場合 


ざ 電 源 に つい て 


固定 局 と し て 使用 する 場合 、 究 定 化 室 源 を ご 使用 くだ さ 
い : 
送信 時 SX で ほ 約 3.5A.。 FX で は 約 10A 洗 


安定 化 電源 の 容量 に は 氷 分 奈 仙 の ある も の で , 高 衣 
も の を ご 使用 くだ さい 。 

当社 の 電源 を 合 必 され る こと を お すす めし ます =: 
彼 続 は , 示 色 が (+). 昧 色 が (-) と な る 様 に 付属 の リー 
ド 線 で 配 し て くだ さい 。 


@ 固 定 朋 アンテ ナ に つい て 


アン テ ナ は 、 交 信 す る 上 に お いて 極め て 重要 で す 。 性 肖 
の 良い アン テ ナ を ご 使 違 くだ さい 。 

市 上 され て いる アン テ ナ に は 無 指 向 性 の グラ ンド プレ ー 
ン ア ン テ ナ や , 指向 性 の 八 本 ア ン テ ナ な ど な が あり ます 。 
運用 目的 , 設置 場所 に 応じ て お 選び くだ さい 。 又 , 同軸 
ケー ブル は , 出来 る ご け 太 いも の を (5DZV 以上 ) 短く 
し て ご 使用 くだ さい 。 


3- 探 作 。 =。=" 上 用 


3-1. 難 部 の 名 称 と 機能 


3-1-1. フロ ント バ パネル 


@ メ イン ダイ ヤル 
メイ ン バ ン ド の 送受 信 囲 反 数 、 メモリー チャ ン ネ ル , 
周波数 ステ ッ プ . トー ン 央 演 数 の 沢 に 使 才 し ます 。 


堆 MHz UP キー 
送受 信 周 浪 致 を MHz 単位 で 上 げ る 時 に 使用 し ます 


MHz DOWN キー 
送受 人 周波 迷 を MHz 単位 で 下げ る 時 に 便 及 し ます 。 


LCD パネ ル 
LCD に 送受 信 慎 覧 族 . メモ リー チャ ン ネ ル な ど , その 
時 の 状態 を 表示 し ます 。 3-1-2. LCD パネ ル ) 


人 ⑨MR キー 
メモ リー 勤 作 を 夫 定 する 時 に 使用 に ます 。 


⑲VFO キー 
VFO 動 條 に も どす 時 に 使用 し ます 。 送受 信 周 波数 が 可 
えら れる よう に な り ま す 。 


9H/L スイ ッ チ 
送信 出力 を HLow に 切換 える スイ ッ チ で す 。 拓 し 込 
ん だ 状態 で Low パワ ー に な り ま す 。 


人 ⑬ サ プ ダ イヤ ル 
サ プ バ ンド の 受信 周波 数 、 メモリー チャ ン ネ ル , 周波 
数 ステ ッ プ . トー ン 周 波数 の 選択 に 使用 し ます 。 


⑨ 電 源 ス イッ チノ メ イン VOL (音量 ) ツマ ミ 


を 回 し きり で , 電源 OFF に な り ま す 。 メ イン バン ド の 
普 三 の 調整 に 合用 し ます 。 時 計 方 向 に 回 し ます と 圭 量 
が 増加 し ます 。 


⑳ メ イン SQL (スケ ル チ ) ツマ ミ 


メイ ン バ ン ド の 王 信 号 時 の ノイ ズ を 省 す た め の ツ マミ 
で す 。 時 計 方 向 に 回 す と ノイ ズ が 消え ます 。 反 時 計 方 
吉 に 回 し 切る と ノイ ズ が 聞こ えま す 。 


0 サブ VOL (音量 ) ツマ ミ 


サブ バン ド の 音量 の 調 答 に 中 用 し ます 。 時 計 方 向 に 回 
し ます と 革 星 が 坦 加 しま す 」 


サブ SQL (スケ ル チ ) ツマ ミ 


サブ バン ド の 無 信号 時 の ノイ ズ を 造 す た め の ツ マミ で 
す 。 時 計 方 向 に 回 す と ノイ ズ が 消え ます 。 反 時 計 方 向 
に 回 し 切る と イズ が 剛 こ えま す : 


介 SCAN キー 


スキ ャ ン 動 作 を ON/OFF する キー で す 。 


瑠 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 


ファ ンク ショ ン 典 能 を 設定 する 時 に 使用 し ます 。 
(一 3-2. ファ ンク ショ ン 弄 能 の 説明 ) 


他 SHIFT キー 


シフ ト 方 向 の 切換 え 及 び ス プリ ッ ト 動 倫 の 設定 に 使用 
し ます 。1 回 百 す ご と に モー ド が 下記 の 順 厚 で 変化 し 
ます 。 

ツン プレ ックス ー (ー) シ フト ー( 二 ) ツ フト ー スプリット 箇 用 


ABX キー 
サブ バン ド に 信号 が 入っ て スケ ル チ が だ 賠 く と 自動 的 に 
バン ド を 入れ え る ABX 機 配 を ONZOF こ する キー で 
す 。 


ゆめ TONE キー 
送信 時 に B8.5 Hz の トー ン 周 注 数 を 送信 する トー ン エ 
ンコ ー ダ 機 上 を CN/ZQFF する キー で す 。 オプション の 
トー ンス ケル チ ユ ニッ トモ J-5UA を 取付 けた 時 に は 37 
波 の トー ン エ ンコ ー ダ トー ンス ケル チ 層 壮 を 
ON/CFE する こと が 可能 と な り ま す 。『※11 


介 TWIN キー 
サ プ バ ンド を ON/COFF させ る キー で す 。 


REV キー 
シフ ト 中 叉 は スプ リッ ト 動作 二 に 送受 休 周 流 数 を 反転 
ざさ せる キー で す 。 


(※ 1 1 回 押す ご と に 下記 の 順 共 で モー ド が 変化 し ま 
す 。 

(オプ ショ ン ミ 5U が な い 合 ) 

6 トー ン OFF 88.5 dz トー ン SN 


(オプ ショ ン EJ-5U を 装着 し た 場合 : 


YE NSKo2029N) 


WMUTE キー 
サブ バン ド の 音量 を 約 20GB いか すか に 鏡 こ える 程度 
下る キー ぞ す 。 


BAND キー 
メイ ン バ ン トド の 周波 数 需 を 入れ 艇 える キー で す 。 


介 CALL キー 
コー ルチャ ン ネ ル メモリー チャ ン ネ ル “DU ) を 呼び 
出す キー で す 。 コ ー ル テ チャ ン ネ ル が 呼び 出さ れる と 
CALL が 表示 され ます 。VFO キー で コー ルチャ ン ネ ル 
を 了 坪 び 出す 前 め チ ャ ン ネ ル に 戻り ます 。 


償 マ イク ロホ ン 端 子 
付属 の マイ クビ ヒ ホン を 接 鞍 し て くだ きい 。 


3-1-2. LCD パネ ル 


大 7 に 
す / ロ た 


條 メイ ン バ ン ド 周 波 敷 表示 
メイ ン バ ン ド の 送受 千 周 没 数 .、 チャ ン ネ ルス テッ プ , 
トー ン 周 池 数 を 表示 ま 


人 ON AIR 表示 
送 舎 状態 の 隊 に 表示 し ます 。 


介 メ イン バン トド CALL 表示 
メイ ン バ ン ド の コー ルチャ ン ネ ル 人 古び し 中 に 表示 し 
ます 。 


ひ メ イン バン トド CTCSS 表示 
オプ ショ ン (CEJ-5U) を つけ た 時 , メイ ン バ ン ド で トー 
ン 属 波数 の 一 致し た 信号 の み を 受信 する トー ンス ケル 
チチ 動作 員 で ある ご と を 表示 し ます 。 


⑬ メ イン バン トド PRI 表示 
メイ ン バ パン ド が ブラ イオ リティ 動作 中 で ある こと を 表 
示し ます 。 


⑬REV 表示 
リバ ー ス 動作 中 に 表示 し ます 。 


ぬ デ ュー プレ ックス 表示 
デュ ー プ レッ クス モー ド で 動作 中 に 表示 し ます 。 


TONE 表示 
送 祝 中 に トー ン が 付加 され る こと を 表示 し ます 。 


動 サブ プ バ ンド CALL 表示 
サ プ バ ンド の コー ルチャ ン ネ ル 呼 び 出 し 中 に 表示 し ま 
す 。 


ー+「 生 


ロロ 9 


と 6。5 


弁 サ プ バ ンド CTCSS 表示 
オプ ショ ン (EJ- 5U) を つば た 時 . サブ バン ド で トー ン 
周波 伊 の 一 致し た 信号 の み を 受信 する トー ンス ケル チ 
動 在 中 で ある こと を 表示 し ます 。 


サ プ バ ンド PR!I 表示 
サ プ バ ンド が ブラ イオ リティ 動作 中 で ある ご と を 表示 
し ます 。 


人 MUTE 表示 
サ プ バ ンド の 吾 量 を さげ る ミュ ー ト 作 中 で ある こと 
を 泰 示し ます 。 


⑯LOCK 表示 
PTT スイ ッ チ , VFO キー 以外 の すべ て の キー 及び ダイ 
ヤル が 動作 し な い 状 朋 を 表示 し ます 。 


WARA 表示 
ARA【 ア クティ ブレ ビー タ ア シス ト ) 動作 主 で ある ご 
と を 表示 し ます 。 


ABxX 表示 
ABX (オー トバ ンド エク ステ チェ ンジ ) 動作 中 で ある こ 
と を 表示 し ます 。 


界 フ ァ ン クシ ョ ン 表 示 
ファ ンク ショ ン 柳 能 が 設定 され た こと を 表示 し ます 。 5 
秒 以内 に 次 の 操作 を 行なっ て くだ さい 。 


還 メ イン バン ド メ モ リー チャ ン ネ ル 番 号 表 示 
動作 中 の メイ ン パ ンド メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 を 表示 
し ます 。 


尋 メ イン バン ド BUSY 表示 
メイ ン バ ン ド の スケ ル チ が 還 い て いる 時 に 表示 し ます 。 


メイ ン バ ン ド ポ ケッ ト ベ ル 素 示 
メイ ン バ ン ド の ポケ ッ ト ペ ル 機 能 が 動作 中 で ある こと 
を 表示 し ます 。 


信 メ イン バン ド MHz デシ マル ポイ ント 
小数 点 表 示 で す 。 送 受信 周波 数 表示 の 場合 は この 表示 
より 左側 が MHz に な り ま す 。 
トー ン 必 没 数 表示 の 場合 は Hz こ な り ます 。 
スキ ャ ン 動 作 中 は 点 減 表示 を し ます 。 
メモ リー チャ ン ネ ル で メモ リー スキ ッ プ に 選択 さわ て 
いる と 消灯 し ます = 


⑳ メ イン バン ド S/RF メー タ 
受信 時 は メイ ン バ ン ド の S メー タ と し て , 送信 時 は メ 
イン バン ド の RF メー タ と し て 個 き ます 。 


め メ イン バン ド kHz デシ マル ポイ ント 
メイ ン バ ン ド の 小数 点 表 示 で す 。 
この 表示 より 左側 が kHz に な り ま す 。 
呈 チ ャ ン ネ ルス キャ ン 中 は 点 減 表示 を し ます 。 


人 和 サ ブ プ バ ンド メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 表示 
動作 中 の サブ バン ド メ モ リー チャンネル 番号 を 表示 し 
ます 。 


サブ プ バ ンド ボ ポケット ベル 表示 
サブ バン ド の ポケ ッ ト ベ ル 衣 が 動作 中 で ある こと を 
表示 し ます 。 


條 サブ バン ド MHz デシ マル ボイン ト 
サブ パンド の 小数 点 表示 で す 。 受 信 周 波数 表示 の 場合 
は この 表示 より 側 が MHz に な り ま す 。 
その 地 全 と 同様 で す 。 


め サ ブ バ ンド BUSY 表示 で す 。 
サブ バン ド の スケ ル チ が 開い て いる 時 に 表示 し ます 。 


ゆ サ ブ バ ンド S メー タ 
サブ バン ド 受 信 時 の S メー タ と し て 介 き ます 。 


⑳ サ プ バ ンド kHz デシ マル ボイン ト 
サブ プ パ ンド の 小数 点 表示 で す 。 
この 表示 より 左側 が kHz に な り ま す 。 
空 チ ャ ン ネ ルス キャ ン 中 は 叶 減 表示 を し ます 。 
砂 サ ブ バ ンド 周 注 数 表示 
サ プ バ ンド の 受 告 局 波数 , チャ ン ネ ルス テッ プ . トー 
ン 周 減 到 を 表示 し ます 。 


人 ゆ サ ブ バ ント 表示 
この 表示 が 吉 灯 中 は . サ プ バ ンド の 操作 が で きま す 。 
サブ バン トド 操作 で は 以下 の 動作 が で きま す 。 

. サブ プ バ ンド プロ グラ ム ス キ ャ ン 

サ プ パ ンド メモ リー スキ ャ ン 

サブ プ バ ンド VFO ス キャン 

サフ プ バ ンド 空き チャ ン ネ ルス キャ ン 

サブ バン ド プ ライ オリ ティ 動作 

サブ プ バ ンド シフ ト 方 向 の 設定 

、 サ ブ バ ンド トー ン 及 び ト ー ン スケ ル チ の 設定 

- サブ バン ドリ バー スモ ー ド の 設定 

9. サ プ バ ンド コー ルチャ ン ネ ル の 呼び 出し 

10. サブ バン ド メ モ リー モー ド の 設定 

11. サブ バン ド VFO モー ド の 設定 

12. サ プ バ ンド スキ ッ プ チャ ン ネ ル の 設定 

13、 サブ バン ド ト ー ン 周波 数 の 設定 

14. サブ プ バ ンド チャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 

15. サブ バン ド ボ ポケ ッ ト ベ ル 機 能 の 設定 


maopopneop 一 


この 表示 が 点灯 中 は ⑥X⑦ の 表示 は サ プ バ ンド 側 の 
状態 を 表示 し ます 。 


3- 1-3. リア パネ ル 


ゆ ア ン テ ナ 端 字 
144 MHz. 430 MHz 向 共 用 の アン テ ナ コ ネクター で 、 
イン ピー ダン ス : 50D で す 。 本体 に . デュ ー プ レク サー 
(アン テ ナ 共 用 器 ) を 内 惑 し て いま す の で , 市 販 の アン 
テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス 50 Q の NM 型 同軸 プラ グ 付 き デ ュ 
アル バン ド (144 MFz/430 MHz : 市 ア ン テ ナ を 授 
続 し て くだ さい 。 


谷 電 源 コ ネクター 
付属 の 電源 コー ド を 矯 捕 し て くだ さい 。 電 コ ー ド は 。, 
赤色 が プラ ス ( 十 ) 寝 、 黒 色 が マイ ナス 一) 短 に な る 
様 正しく 所 続 し て くだ さい 。 


外 部 スピ ー カ ー 英 子 
外部 スピ ー カ ー の 授 続 章子 で す 。 インピーダンス は 
8 で す 。 


ー10 一 


3-1-4. マイ タロ ホン 


⑩②UP/DWN (アッ プ グ ダウ ン ) キー 
送受 信 周 流 谷 , メモ リー チャ ン ネ ル . 周 深 誤 ステッ プ 
トー ン 周 波数 を アッ ンプ ま た は ダウ ン さ せる スイ ッ チ で 
す 。 押 し 続け る と 運 続 し て 委 化 し ます 。 


9PTT (ブッ シュ ・ ト ゥ ・ ト ー ク ) スイ ッ チ 
押し て いる 商 。 送信 状態 に な り ま す 。 ま た だ 、 
MHz. 周波 数 ステ ッ プ の 選択 . トー ン 周 波数 の 選択 の 
動作 中 に この スイ ッ チ を 押す と その 動作 が 解除 きれ 
ます 。 


キイ 


UP/DWN ロッ クス イッ チ 
スイ ッ チ を ロッ ク に する と マイ ク の UPDWN キー を 箇 
な な くす る こと が で きま す 。 
マイ ク で UP/DWN し た く な い 時 に 束 用 し て くだ さい 。 


マイ ウロ ホン 端子 接続 図 (セッ ト の 正面 より 見 た 図 ) 


GND ⑨GNC (MIC) 
MIC① 
っ TT の ⑯NG 
EWNS③ 
UP④ (DC5V (最大 70mA) 


3-2. ファ ンク ショ ン 機 能 の 説明 


ファ ンク ショ ン キ ー を 押す と 5 秒 賠 [F] 表 示 が 点灯 し ま 
す 。 

[F] 表 示 点灯 中 に 他 の キー を 提 す こと に より ファ ンク ショ 
ン 機 能 を 動作 で きま す 。 


四 要 1 FEWW CrCSS PRI REV 一 士 二 T EGOSS PRI MUTE 


還 gg ロ 。 六 日 月 5 


ロマ TL 召 ょ 7 人 


3-2-1. チャ ン ネ ルス テッ プ の 選択 


5 6 4 1 


1. VFO キー を 担 し て VFO モー ド に し ます 。 

2. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て くだ さい 。 

3. iF 表示 が 点灯 し て いる 回 に STEP キー (REV キー) 
を 押し て くだ さい 。 


3-2-2. メモ リー 書込み 


3-2-3. キー ロッ ク 機 能 


ニー11 ニ 


4. 表 在 の メイ ン バ ン ド の テ ャ ン ネ ルス テッ プ が 表示 され 
ます 。 


リロ 
4 ヨゴ 8 は 99 


ECO EE 


5. メイ ンダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と メイ ン バ ン ド の 
チャ ン ネ ルス テッ プ が 下記 の 順 で 変化 し ます 。 
skHz … 10kHz 一 12Z.5 kHz マイ クロ ホン の UP 
4 ー キー を 錠 す か メイ ンダ 
25 kHz 一 20KH2 イヤ ル を 計 方 向 に 
3 
また メイ ンダ イヤ ル を 反 時 計 方 向 に 回 す と . 人 逆 の 順序 
で 変化 し ます 。 
6. チャ ン ネ ルス テッ プ を 選 羽 し た ら 
いずれ か の キー を 押し て くだ さい 。 受 信 周 波数 の 表示 
に 戻り ます 。 


1. VFO モー ド で あら か じ め 番 き 込 みた い 周 返 炎 を 選択 し 
て お いて くだ さい 。 

2. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て くだ さい 。 

3. |F| 表 示 が 点灯 し て いる 彫 に メイ ンダ イヤ ル 又 は マイ ク 
ロホ ン の UP/DWN キー で メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 
し て くだ さい 。 

4. MW キー (MR キー) を 押す と メモ リー チャ ン ネ ル の 

内 容 が 書き 筐 えら れ ま す 。 

者 メモリー チャ ン ネ ル に メモ リー で きる 内 容 は 送受 人 

周波 数 と シフ ト の 状態 . リバ パース の ON/OFF で す 。 

オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (EJ-5U) を 取付 

ける と . さら に トー ン 周 洲 唐 も メモ リー 可能 と な り ま 

す 。 


1. ファ ンク ショ ン キ ー を 抱 し ます 。 
2. [F| 表 示 が 点 殺 し て いる 周 に VFO キー (LOCK キー〉 
を 弄 し ます と LOCK が 春 示 され ます 


7577g *a2o2 | 


3. その 時 の 状態 で は pTT スイ ッ チ , VFQ ヨ 
を 受け つけ な く な り ま す 。 

4. 再度 VFO キー を 押す と キー ロッ ク 状 態 な 解除 さ れき 
す 。 


3-2-4. ビー ブ 音 の ON/OFF 


1 の 


1. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し ます 。 

2. |F] 表 示 が 点灯 し て いる 周 に BEEP キー (MUTE キー) 
を 所 す と ビー ブ 音 が 出 な く な り ま す 。 

3. 再 度 ファ ンタ ショ ン キ ー を 抑 し て BEEP キー を 押す と 
ピー プ 斉 が 出る よう に な じ ま す 。 


. MR キー を 軍 し て メモ リー モー ド に し ます 
・ メ イン ダイヤル 又 は マイ クロ ホン の UP/DWN キー で 
メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


1399 け 9339989 


ro ー 


1 
1 


3. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し まぶす 


4. [表示 が 点灯 し て いる 間 に SKIP キー (SCAN キー) 


を 押す と . MHz デシ マル ポイ ント が 消灯 し . その メモ 
リー チャ ン ネ ル は メモ リー スキ ッ プ が 設定 され ます 。 


1 り ロ ロロ 
595 リサ ヨ オヨ 9599 


5. メモ リー スキ ャ ン 中 に , メモ リー スキ ッ プ が 選択 され 


て で いる メモ リー テ チャン ネル は 飛び 越 さ れ ま す 。 


6. 再度 ファ ンク ショ ン キ ー を 迎 し て SKIP キー を 押す と 


メモ リー スキ ッ プ は 府 只 され MHz デシ マル ポイ ント 
が 上 高 灯 し ます 。 


3-2-6. ARA( ア クティ ブレ ビー タ ア シス ト ) 機 能 


1. ファ ンタ ショ ン キ ー を 押し ます 。 
2. [FI 表示 が 点灯 し て いる 周 に ARA キー (ABX キー) 
を 押す と , ARA が 点灯 し , ARA 機 衣 が 動作 し ます 。 


… リコ 99 ロ 0 jsggp 


| PIECE 時 計 有 た 


3. メイ ン バ ン ド 殖 で 439.98 MHz 一 439.00 MHz 間 を 
20 kHz ステ ッ プ で スキ ャ ン し . レビ ー- ダ 周 浪 芝 で ス 
ケル チ が 耳 く と , スキ ャ ン が 停止 し , ピー ブ 音 を 発生 
し ます 。(+3-7、 ピ ビープ 音 に つい て ) 

4. スキ ャ ン を 再開 する に は SCAN キー を 押し て くだ さ 
い 。 


5. スキャン 中 に メイ ンダ イヤ ル を 回 す が 、。 マイ クロ ホン 


の UP キー 又は DWIN キー を 運 す と スキ ャ ン の 方 向 を 
変え る こと が で きま す 


6. ARA 機能 を 角 除 する に は . 上 記 以 外 の いずれ か の キー 


を 押し て くだ さい 。 

VFO キー を 押し た 場合 は ARA 動作 前 の 周波 数 に 戻り , 
その 他 の キー で は ARA 動作 中 の 表示 周 汐 数 の まま と 
な り ま す 。 


3-2-7. トー ン 周 波数 の 設定 


1. オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (CEJ-5U) を 装 
閉 し ます 。 
2. ファ ンク ショ ン キ ー を 字 し ます 。 


3-2-8. ブラ イオ リティ 機能 


1. VFO モー ド 叉 は メモ リー ミード に し ます 。 

2. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し ます 、。 

3 [E| 表示 が 点灯 し て いる 軒 に PRIO キー (SHIFT キー* 
を 押す と PRI が 点灯 し 。 プ ライ オリ ティ 動作 と な お り ま 
す 。 

4. プラ イオ リティ 動作 中 は 、VFO 周波 数 と 現在 の メモ 
リー チャ ン ネ ル を 交 豆 に 受信 し ます 。 受 信 時 際 は VFO 
周 洲 数 5 秒 、 メモ リー テ ャ ン ネ ル 周 波数 1 秘 で す 。 


3-2-9. ポケ サット ベル 機能 


1. ファ ンタ ショ ン キ ー を 押し ます 。 
2. [| 表示 が 点灯 し て いる 間 に BELL キー (CALL キー) 
を 押す と が 点灯 し 、 ポ ケッ ト ベ ル 幾 能 が 動作 し ます 。 


IM5 ロ OH vazggg | 


3.1 


3. [F」 表示 が 点灯 し て いる 周 に T.SET キー (TONE キー) 
を 押し ます と , 受 党 周 浪 数 表示 に 変わ っ て 現在 の トー 
ン 周 波数 が 表示 どれ ます - 


如 ち 


4. メイ ンダ イヤ ル を 名 すか マイ クロ ホン の UPF/DWN 


キー を 押す と トー ン 周 波数 が 変わ り ま す 。 トー ン 周 注 
数 は 37 種類 の 選択 が 可能 で す 。 トー ンス ケル チ ユ ニッ 
ト (EJ-5U} を 装着 し な い 状 態 で は 58.5 日 z が 表示 さ 
れ . トー ン 周 波数 を 変え る こと は で きま せん 。 

5. マイ クロ ホン の UP/DWN キー 以外 の いずれ な の キー 
を 区 すこ と に より , 受信 周波 数 表示 と な り , トー ン 周 
没 吾 設定 モー ド は 江 際 され ます - 


と . ピー プ 間 を 発生 し ます 。 

5、 いずれ お の キー 漢人 作 で プラ イオ リティ 能 は 衣 除 され 
ます 。 

6. プラ イオ リティ 動作 中 に VFO 居 没 数 倒 で PTT キー を 
押す と . プラ イオ リティ 動作 を 一 革 合 止 し , 送信 状態 
と な り ま す 。PTT キー を 離す と プラ イオ リティ 動作 を 
再 問 し ます 。 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 倒 で の PTT キー は 
ブラ イオ リティ 機能 を 解 只 し. メモ リー モー ド に な り 
ます 。 こ の 時 , 送 年 状態 と は な り ま せん 。 至 度 PTT キ 
一 名 掃 す と 送信 状態 と なり ます 。 


受け 状態 なら ス ケル が 訟 く と . ピー プ 音 を 発生 
と 同時 に ヵ が 点 湿 し ます 。 


福 ち 
する 


1 7 
月 語 9 コ 3g9g 


ご 注意 ) ビー プ 音 が OFF に な っ て いる と ポケ ッ ト ベ ル 
の ビー プ 斉 も 出 ま せん 。 こ の と き は ファ ンク 
ショ ン キ ー を 押し た 後 . (5 欠 以 内 ) MUTE キー 
を 押し て ビー プ 昔 を ON に し て ご 倒 局 く だ さ 
(いい 。 


4. 再度 ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て BELL キー を 押す 
と ポケ ッ ント ペ ベル 媒 能 ほ 解 際 と れ , P は 消 殺 し ます 。 

5. ポケ ッ ト ベ ル 機 能動 作 中 に PTT キー を 押す と 送信 状 
態 と な る と 同時 に , メイ ン バ ン ド 側 の ポケ ッ ト ベ ペル 機 
能 は 月 さ れ ま す 。 


ee 


3-2-10. サブ バン ド 操 作 


3. 

オ 

1. ファ ンタ ショ ン キ ー を 理 し ます 。 5. 
2. |F| 表示 が 点灯 し て いる 選 に SUB キー (BAND キー) 
を 送 す と SUB が 京 灯 レ サ ブ バ ンド の 操作 が 豆 能 と な 

り ま す 。 6. 


SUE が 点 芽 し て いる 状態 で 各 キ ー の 操作 を 行なう と 
下 の 表 の 送 な 動作 に なり ます 。 SUB が 点灯 し て 何 の 
坦 作 も し な けれ ば 10 秒 後 に SUB 表示 が 消え て , メ 
イン バン ド の 井 作 モー ド に 移り ます 。 何ら お の キー 押 
作 を 行なう と その キー 操作 か ら 更 に 10 秒間 サブ 握 
作 可 能 の 時 間 が 延長 され ます 。 


-SUB が 点灯 し て いる 状態 で の マイ ウロ ホン の 


UP/DWNJ キー は サ プ バ ンド の 拘 作 と な り ま す 。 

呈 度 ファ ンタ ショ ン キ ー を 押し て SUB キー を 苗 す と 
SUB 表示 が 消え て , メイ ン バ ン ド の 操作 モー ド に 戻り 
ます 。 

SUB が 点灯 し て いる 状態 で の PTT キー は , メイ ン バ 
ンド の 操作 モー ド に 戻り メイ ン バ ン ド の 周 波 数 で 送 
信 状 態 と な り ま す 。 


キー 提 作 後 の 動 作 状態 


ーー 


ファ ンク ショ ン キ ー を 畠 し た 後 , 如 キ ー ] 
作 を 行なっ た 場合 の 動作 状態 


当 


ト 


時 タプ バン ド の メモ リー チャ ン ネ ル 理 号 が 球 示 され . サ プ バ パン ド の ファ ンク ショ ン 紛 能 年 状 菜 時 
パン ド の ファ ンカ ショ ン 覆 無 生 作 状態 と な け ま 。 |! は 浴 灯 し あす 。 
ーー 2 角 動 作 状態 と な れ ま す 。 [ ビ ! は 深 灯 し ます 
we メイ ン バ ン ド で の 旭 作 と 同じ で す 。 メイ シン パン ド で の 提 作 と 固 じ で す 。 
サ プ バ ンド 便 の 根 示 が 全 消 し 。 メイ ン バ ン ド ⑦ の | サフ バン ド 倒 の 表示 が 全て 消灯 し メイ シバ ン この み 
み の 動 仁 と な り ま す 。 の 動作 と な り ま す ,。 
| に 5 ロ OH 中 5 ロロ D 
還 二 前 に 2 の 2 ED 
EE 2 還 省 6 UID 


サ プ パ ンド の スキ ッ プ チャン ネル を 設定 し ます 。 擬 
作 方 流 は メイ ン パ ンド で の 坦 作 と 同じ で す 。 


30 す プ パン の スキ ャ ン を 行ない ます 。 ス キャ ン の 手 
c つ 類 は メイ ン バ ン ド で の スキ ャ ン と 同じ で す 。 


タプ バン ド に 設定 ざれ た 周 況 敦 帯 に シフ ト の 有無 , 
志向 を 疫 定 し ます 。 


サ プ バ ンド の プラ イオ リティ 動作 を 設定 し ます 。 


ーー ー| 
サダ プ バンド の トー ン 周 江 を 用 示し ます 。 オ フシ ョ 
ン の トー シス ケル テ ユ ニッ ト (EJ-5U 取付 けた 時 
軸 コジ 62 人 答 定 た 月 清和 e、ESSE の の 
本 0 で トー ン 周 波 到 を 秋 え る こと が で きま す 。 
に 
中 5 ass 
| 
1 OS NO ラニ = の 
5 サブ バン ド に 交 定 され た 則 数 稼 に リバ ー ス モード | サフ バン ド の チャ ン ネ ルス テッ プ を 表示 こ , サブ ダ 
TFP 7 『 ィ > ヽ AN さ 6 
ME イヤ ル か 。 マイ クロ ホン の UP/DWN キ - で チャ ン 


ネル ステ ッ プ を 放 え る こと が で きま す 。 


メイ ン バ パン ド で の 換 作 と 同じ で す 。 


メイ ン パ ンド で の 撮 作 と 居 じ で す 。 


サフ バン ド の コー ルチャ ン ネ ル を 表示 し ます 。 


ーーーー 
ーー 条 50079 ggpg 


サ プ パ ンド の ポケ ッ ト ベ ル 傾 能 記 設 定 し ます 。 


ga は | 
中 5 ロロ 油 agg 


MR MY 
て つう 


| 
| 


メイ ン パ ンド で の 操作 と 司 じ て す 。 


サブ プ バ ンド に メモ リー 周 混迷 を 書き 込み ます 。 


3-3. 受信 
3-3-1. 周波 数 セッ ト 


1. VFO モー ド 
メイ ンダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と , 1 タリ ッ ク に 伝 
き 1 チャ ン ネ ルス テッ プ だ け 周 波 牧 が JP し ます 。 叉 , 
反 時 計 方 向 に 回 す と 1 クリ ッ ク に 付き 1 チャ ン ネ ル 
ステ ッ プ だ け 周 浪 数 が DOWN し ます 。 
マイ タロ ホン の UP キー を 1 回 押す と 1 チャ ン ネ ルス 
テッ プ だ け UP し ます 。DWN キー を 1 回 提 す と 1 
チャ ン ネ ルス テッ プ だ け DOWN し ます 。UP キー 
DWN キー は 押し つづ ける と 早送り に な り ま す 。 


| 7 pgg ITH8 ッ コ 38gd 


5 33gg9 5 同 紀和 ggg 

on Pe 2 
ま 衝 

HG ggagg | H5gH gioog 

ee 2 
キ 3 

委 50 gaggg | 7G ロ jpga | 

に 2 人 2 間 1 回 


・ 


周波 数 の UP/DOWN 中 に は , 下記 で て, それ ぞ れ 異な 
る ビー ブ プ 斉 を 発生 し ます 。 

・500 kHz 毎 

・t MHz 吾 

・ 上 厩 周 波数 か ら 下 限 居 波数 に な っ た 的 

・ 下限 周波 致 か ら 上 限局 小数 に な っ た 基 

・ メ モリ ー に 書き 込ま きれ て いる 周波 数 と 一 致し た 時 
(3- ぐ 、 ビ ピー プ き に つい て ) 


2. メモ リー モー トド 
メイ ンダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と 1 クリ ッ ク に 付き 
1 チャ ン ネ キル だ け メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が UP し ます 。 
又 反 佑 計 方 向 に 可 す と 1 クリ ッ ク に 付き 1. チャン ネ 
ル だ け メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が DOWN し ます 。 
マイ クロ ホン の UP キー を 1 回 押す と 1 チャ ン ネ ル だ 
け メ モリ ー テ ャ ン ネ ル が UP し ます 。DWIN キー を 1 
回 理 す と 1 チャ ン ネ ル だ け メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が だ 
DOWN し ます 。UP キー, DWN キー に Y し つづ ける 
と 早送り に な り ま す 。 
叉 . マイ タク ヒホン の UP/DWN キー を 押し た 時 に は 、 
メモ リー チャ ン ネ ル で 異な る ドレミ 音 隊 の ビー プ 音 を 
発生 し ます 。 (3-7. ビープ 音 に つい て } 


3. コー ルチャ ン ネ ル 


CALL キー を 押し て くだ さい 。CALL の 表示 を し て メ 
モリ ー チ ャ ン ネ ル “ 〇 " の 内 容 を 表示 し ます 。 


LTW 16 
す アア 
7 且 5 ゴゴ オロ 7 


た だ し 、 メモリー チャンネル 番号 は 和 表示 ざれ ませ ん 。 


3-3-2, スキ ャ ン 動 作 


メイ ンダ イヤ ル 秒 肥 に スキ ャ ン を 再開 し ます 。 ま た 信号 を 受信 し て も キー 
撮 作 を 行なわ な か っ た ら 5 徐 後 に スキ ャ ン を 再開 し ます 。 
ー 早 止 中 に メイ ンダ イヤ ル を 回 すか 。 マ イク タロ ホン の 
UP キー 又は DWIN キー を 押す と スキ ャ ン を 再 義 し ます 。 
スキ ャ ン 中 は MHz デシ マル ポイ ント が 点 減 し て いま す 。 
いずれ か の キー を 押す こと に より スキ ャ ン は 懇 除 され ま 


す 、。 

| ご 注意 ) スキ ャ ン の 方 向 は 最後 に 操作 し た メイ ンダ イヤ 
メイ ンス ケル チ SCAN キー ル 叉 は マイ クロ ホン の UP/DWN キー の 方 向 に 
ツマ ミ な り ま す 。 又 スキ ャ ン 中 に スキ ャ ン の 方 向 を 刻 

える こと が で きま す 。 

スキ ャ ン 動 作 を させ る 前 に SQL ツマ ミ を 時 計 方 向 に 回 し アッ プス キャ ン 中 に メイ ンダ イヤ ル を 反 時 計 方 向 に 回 す 
て 無 信号 時 に ノイ ズ が 泊 え る よう に し て お いて くだ さい 。 か ,。 マイ クロ ホン の DWIN キー を 運 す と ダウ ンス キャ ン に 
SCAN キー を 押す と スキ ャ ン 動 作 を 馬路 し ます 。 無 信号 斉 わ り ま す 。 また ダ ワ ンス キャ ン 中 に メイ ンダ イヤ ル を 時 
時 に は 次 の チャ ン ネ ル に 移り ます 。 信号 を 受信 する と その 計 方 向 に 回 すか マイ クロ ホン の UP キー を 押す と アッ プス 
チャ ン ネ ル で 一 時 停止 し ます , 信号 が な く な っ て な ちら 2 キャ ン に 朗 わ り ま す 。 


1. プロ グラ ム ス キ ャ ン 
VFO モー ド で で きま す 。 
メニ リー チャ ン ネ ル の の ⑦" と "8" に あら か じ め ス キャ 
ン き を せ たい 周波 数 委 団 を メモ リー お せ て お いて くだ き 


い 。 
SCAN キー を 押す と "9", *8" 届 を その 樽 の チャ ン ネ 
』 『T 
| 5 ggg ルス テッ プ で て スキャ ン し て いき ます 。 
ー ア "9 
下 明 局 波 設 ヒーーー テ ーーーーーーーーーー 一 | 上限 周 波 


で デ 、B" ど ちら が 高い 周波 避 で も か まし いま せん .。) 
表示 周 当 数 が “7. “8 の 稚 囲 外 の 状態 で SCAN キー 
を 押す と , 表示 局 波数 より UP 叉 は DOWN 方 向 に ス 
キャ ン し て いき , 周波 数 が "⑦", "8B" 韻 と な る な, 上限 
周 肖 数 又は 下限 周波 数 と な っ た 和光 に 久 囲 内 の スキ ャ ン 
と な り ま す 。 


条 57g vaao0g ie| 好 537 *anog | "| 155 ロ Jppg 


2. メモ リー スキ ャ ン 
メモ リー モー ド で で きま す 。 
メモ リー チャ ン ネ ル を 順に スキ ャ ン し て いき ます ,。 メ 
モリ ー ス キッ プ が 選択 され て いる メモ リー チャ シン ネル 
な 飛び 越し て スキ ャ ン し ます 。 
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3-3-3. トー ンス ケル チ 機 能 


オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (EJ-5U) を 取付 け 

た 時 に 動作 し ます 。 

1. TONE キー を 2 回 押し ます と CTCSS が 点灯 し . トー 
ンス ケル チ 動 作 状 態 と な り ま す 。 


3. VFO スキ ャ ン 
プロ グラ ム ス キ ャ ン で 9" "8' を 居 じ 周 没 到 こ し ます 
と , VFO スキ ャ ン と な り , VFO 周 流 妥 需 の 下 眼 周 没 
数 と 上 隈 周 流 数 の 問 を スキ ャ ン し ます 。 


4、 空 き チ ャ ン ネ ルス キャ ン 

スキ ャ ン 動 作 中 に REV キー を 理 す と 空き チャ ン ネ ル 
スキ ャ ン 動 作 に な り ま す 。 遥 常 の BUSY スキ ャ ン と 
反 対 の 勤 作 で 信号 の な い チ ャ ン ネ ル で 一 時 停止 し ます 
の で . 使 司 され て いな い チ ャ ン ネ ル を 探す と き に 大 安 
便利 で す 。 

プロ グラ ム ス キ ャ ン . メモ リー スキ ャ ン , VFO スキ ャ 
ン の いずれ も 空き チャンネル スキャン が で きま きす 。 空 
きき チャ ン ネ ルス キャ ン の 状態 か ら BUSY スキ ャ ン へ 
移る に は 再度 REV キー を 押し ます 。 完 き チ ャ ン ネ ル 
スキ ャ ン 中 は , MHz デシ マル ボイン ト と kHz デシ マ 
ルポ イン ト が 同時 に 点 洲 し ます 。 


2. ファ ンタ ショ ン キ ー を 坦 し て . 円 表示 が 点灯 し て いる 
彫 に TSET キー (TONE キー) を 周 し ます と 受 僅 怖 汰 
数 表示 に 変わ っ て 現在 の トー ン 過 小数 が 表示 され ます 。 


3. メイ ンダ イヤ ル 又 は マイ クロ ホン の UP キー, DWN 
キー で トー ン 周 肖 数 を 選択 し ます 。 


4. いずれ か の キー (マイ クロ ホン の UP, DWN キー 以外 ) 


を 押す と 受信 周 注 数 の 表示 に 戻り ます 。 


5. トー ンス ケル チ 林 能 動作 時 に は , 受信 し た 信号 中 に 指 


定 さ れ た トー ン 周 波数 が 台 ま れ て いな いと スケ ル チ は 
賠 き ませ ん 。 


6. 再 義 TONE キー を 押す と CTCSS 表示 が 消え トー ンス 


ケル チ 模 能 は 朋 際 され ます 。 


ご 注意 ) この モー ド で 送信 する と 自動 的 に その 時 の トー 
ン 周 波数 が 追加 され ます 。 
CTCSS 表示 点灯 ま の スキ ャ ン 動 作 は , 通常 の 
スキ ャ ン 動 作 と 局 じ で す が . BUSY スキ ャ ン 基 
の ピー ブ 音 は , 指定 し た トー ン 周 濾 数 が 含ま れ 
て いた 時 の み ピ ー ブ 昔 を 発生 し ます 。 
(一 3-7. ピー プ 音 に つい て ) 


3-3-4. ABX( オ ー ト バン ド エ ク スチ ェ ン ジ ) 


サブ プ パ ンド に 信号 が 入っ て スケ ル チ が 開く と 店 動 89 に メイ 

ン パ ンド と サブ バン ド が 入れ 変わ る 胡 で す 。 

1. ABX キー を 更 し ます 。LCD ディ スプ レイ に ABX 表示 
が 点灯 し ます 。 

2. サ プ バ ント に 信 写 が 人 る と きき 動 的 に 商 パ ンド が 入れ 変 
わり , LCD ディ スプ レイ の ABX 表示 が 点 厳し ます 。 

- この 状態 で 送信 する と ABX は 解除 され ます 。 

、 この 状態 で 送信 し な いと , 信号 が な ぐ な っ て 3 秒 後に 
も と の サブ パン ド に 戻り ます , 

ご 注意 ) パンド が 入れ 変わ っ て いる 周 は 、 周波 数 の 変更 

は で きま せん 。 
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1. TWIN キー を 押す た びに 一 波 受 信 と 二 渦 同時 受信 が 急 
り 江 わり ます 。 
一 油 愛 往時 に は サ プ バ パン ド の 受信 周波 数 表示 が 消え , 
メイ ン バ ン ド だ け は の 受信 と な り ま す 。 
二流 同時 受信 時 に は . サブ バン ド の 受 信 周 芝 数 表示 が 
点灯 し , メイ ン パ ンド と サブ パン ド の 合成 され た 受信 
音 が 賠 こ えま す 。 名 パン ド の 昔 明 ,、 ス ケル チレ ベル 受 
信 周 波数 は ,、 それ ぞ れ 各 バ ンド の 理 暑 ソン マミ . スケ ル 
チ ツ マミ , 及び ダイ ヤル で 独立 し て 設定 で きま す 。 


3-4. 送信 


送信 する 場合 は . 送受 信 周 濾 致 が 同じ シン プレ ックス モー ド と 


送信 状態 で は ON AIR の 表示 が され ます 。 


・ 送 受信 周 波数 が 異な る デュ ー プ レッ クス モー ド が あり ます 。 


3-4-1. シン プレ ックス モー ド 


1. 希 記 の 周波 数 を 送 択 し て くだ さい 。 
2. マイ クロ ホン の PTT スイ ッ チ を 押す と 送信 状態 に な 


り ま す : 


3. マイ クロ ホン に 向かっ て し て くだ さい 。 
4、PTT スイ ッ テ を 躍 す と 受信 状態 に 戻り ます 。 


ご 注意 ) すべ て の 場合 に お いて サ プ バ ンド で の 送信 は で 


5 
きま せん 。 


3-4-2. デュ ー プ レッ クス モー ド 
デュ ー プ ブレ ックス モー ド に は ー シ フ ト , オシ フト デュ ア 
ル の 3 つの 動作 が あり ます 。 


1) (一 ) シフ ト 
1. SHIFT キ ー を 押し て くだ さい 。 
2. 一 が 表示 ぎれ. (一 ) シフ ト 状 態 と な り ま す 。 


1 ー 
1 7 て ロリ き 
柚 リー 933 ロ gg 只 


シフ ト 因 波数 は , 144 MHz 項 は 06 MHz, 430 MHz 
答 は 5MFz が 自動 的 に セッ ト さ れ ま す 。: 

3. (一 ) マフ ト の 状態 で 送信 を する と 受信 完 波 数 か ら シ フ 
ト 周波 康 を 引い た 周波 数 を 送信 し ぶす - 


Eml 6 ー 
ロコ 3ggg 


例 ) 受信 百 波 牙 439.00 MHz の 場合 は . 434.00 MHz を 


送信 レ ます 。 
本 の の ペッ ず - 
ココ 『 
| ロコ 9 ロロ りり jasggg 
本 5 
: コ 
ーー ロゴ 9 ロ 5gpg 


4. (一 ) シフ ト さ れ た 周波 数 が 下 恨 の 周波 数 を 越え る 場合 
は OFF が 表示 され 送信 され ませ ん 。 
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5. (一 ) シフ ト を 豚 除 する に は , SHIFT キー を 3 回 押し 
て る くだ さい 。 


2) ( 二 ) シフ ト 

1. (一 ) シフ ト 状 態 か ら 再 度 SHFT キー を 押し て くだ ざさ 

2、 十 が 表示 され ( 十 ) シフ ト 状態 と な り ま す 。 
シフ ト 司 静 数 は . (一 ) シフ ト と 司 じ で , 144 MHz 党 
は 0 MHz, 430 MLz 帯 は 5 MHz が 自動 的 に セッ ト 
され ます 。 

3-.〔( 十 ) シフ ト の 状態 で 送信 する と 受信 沿 波 数 に シフ ト 周 
退 数 を 足し た 周波 数 を 送信 し ます 、 

例 ) 受 寺 局 波数 434.00MHz の 場合 は 439.00 MHz に な 

り ま す 。 

4、( 十 ) シフ ト さ れ た 炭 混 数 が 上 限 の 周 汽 莉 を 越え る 場合 
は OFF が 表示 され 送信 され ませ ん 。 

5. (て ) シフ ト を 艇 除 す る に は . SHIFT キー を 2 回 押し 
て くだ さい 。 


3) デュ アル (スプ リッ ト 運 用 ) 

1. メモ リー チャ ン ネ ル 「9」 に 送信 し た い 周 波数 を メモ 
リー レ て お いて くだ さい 。 

2. ( 十 ) シフ ト 状 態 か 再度 SHFT キー を 郊 し ます 。 

・ 衣 が 衣 示 され スプ リッ ト 運 届 状 態 と な り ま す 。 

4. デュ アル の 状態 で は 衣 信 周 混 衣 に 関 希 な く “⑨' チャ ン 

ル の 周波 数 で 送信 し ます 。 
5. デュ アル を 解除 する に は 、 再度 SHIFT キー を 押し て く 
だ さい 。 


CO 


3-4-3. トー シン エン コー ター 


3-4-4. 88.5Hz トー ン 
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4) REV 動作 

1. デュ ー プ レッ クス モー ド で REV キー を 押す と 受信 周波 
数 と 選 入 周波 到 が 入れ 換 D り , REV の 表示 が され ま 
再度 REV キー を 拘 す と REV 動作 は 衣 除 され ます . 


5) クロ スバ ンド フル デュ ー ブ レ ックス モー トド ( 同 
時 送受 信 ) 
サブ バン ド 側 の 周 流 数 事 で 哀 告 し な が ら , メ インパ ン 
ド 父 の 周 源 数 事 で 送信 する こと に より 同時 送受 信 が 可 
紫 と きり ます 。 


同時 送受 信 で 運用 する 場合 は 送信 周波 数 と 受信 周 当 数 
が 丁度 3 倍 に な る 場合 は , 受信 司 度 が 極端 に 悪く な り 
ます の て 注意 し て くだ さい 。 

( 例 、145.00 MHz と 435.00 MHz) 


オプ ショ ン の トー ンス ケル チュ ユニ シット (EJ-5U) を 了 付 に 

た 時 に 避 能 で す 。 

1. TONE キー を ? 回 拘 し て CTCSS 表示 に し ます 。 

2. ファ ンク ショ ン キ ー を し , [F] 表示 が 点灯 し て いる 周 
に TONE-F キー (TONE キー}) を 押し て トー ン 周 返 数 
の 表示 に し ます 。 

3. メイ ンダ イヤ ル 又 は マイ クロ ホン の UP キー. OWN 
キー で トー ン 周 波数 を 選択 し ます 。 

4. TONE 以外 の キー を 押す と OTCSS 表示 の まま 受 作 周 
波数 の 表示 に 戻り ます 。 

5. この 状 前 で PTT を 押し ます と 送信 時 に 3 で 選択 し た 
周 党 数 の トー ン が 送信 され ます , 

6. トー シン エン コー ダ を 解除 する に は 姓 度 TONME キー を 近 
レ て CTCSS 表示 を 消し て くだ さい 。 


本 揚 は 88.5 Hz の トー ン 葬 全 器 を 末 準 で 装 凡 し て いま す 。 


1. TONE キー を 押し , T を 表示 ざさ せま す 。 

2. この 状 藤 で PTT を 押す と 送信 時 に B8.5 Hz の トー ン 
が 所 動 的 に 凌 信 され ます 。 

3. 解 際 する に は な 再度 TONE キー を 理 し . T の 司 示 を 消し 
て くだ さい >。 


3-5. リセ ッ ト 


時 メモ リー し た 内 容 を すべ て 消 云 する 場合 
し CD の 表示 が 異常 な 場合 
いこ の 杯 な 場合 次 の 記法 で リセ ッ ト し て くだ さい 。 


1.F キー を 近 し た まま . 起源 を OFF 一 ON し て くだ さい 。 

2. それ まで の 周 浸 燥 を 消し て , コー ル 周 混 数 の 素 示 に な 
り ま す 。 

3. リセ ッ ト を 行なう と それ ぞ れ の 如 役 定 填 は 下 の 表 の 様 
に な り ま す 。 


メイ ン バ ン ド サブ バン ド 


145.0CDMHgz 


333CO0 MHz 


メモ リー チャ ン ネ ル 


オフ セッ ト 周 注 綴 06NMHz 5MHz 


メモ リー チャ ソン ネル 溢 如 至 145.0CD MHz 


な し 


433.00C MHz 


3-6. レビ ー タ ー に よる 交信 


3-5-1. レビ ー タ ー と は 


VHF 帯 以上 の 周波 数 の 電源 は , その 人 性質 上 一 服 に 弄 宮 
字 囲 は 可視 牌 散 ま た は 地上 波 な ど で 届 く 距 陵 と され て 
す 。 し か し . 埋 小 法 の 改正 に より わが 国 も レーター ( ア 
マチ ュ ア 楽 務 用 中 局 ) の 利 記 が で きる よう に な り , 小 出 
カカ の ハン ディ トラ ン シ ー バ ー で も さら に 遂 距 柳 の アマ チュ 
ア 局 と 交信 する こと が で きる よう に な り ま し た 。 レ ビー 
ター と は 目 動 無 緩 中 継 局 の こと で , シス テム の 原 環 は 次 の 
と お り で す 。 

例え ば , A 局 が レビ ー タ ー の 入力 周 小数 人 f1: で 電 洲 を 
発 商 す る と . レビ ー タ ー は その 電波 を 受信 し 、 別 の 局 波数 
(f2) に 秋 換 し た 後 , 一 定 の 出力 で 自動 的 に 送信 し ます 。 B 
局 は レビー ター が 送信 し た 周波 数 (f2) を 受信 し ます 。 
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B 局 が 選 湯 する 場合 は . この 迎 の 動作 を し ます 。 この よ 
に し て 自動 忠 が 仁 わ れ ま す 。 
レビ ー タ ー 局 


3-6-2. JARL 制定 レビ ピー ター 用 入出 力 周波 数 (430 MHz 淀 ) 


入力 周 小数 (MHz) 出力 周 流 数 (MHz) 

434.02 438.02 
434.04 439.04 
434.06 439.06 
434.08 439.08 
434.10 439.10 
434.1Z 439.12 
434.14 439.14 
434.16 439.16 
434 18 439.18 
434.20 .439.20 
434.22 439.22 
434.24 439.24 
434 26 439.26 

34.28 439.28 
434.30 439.30 
434.32 439.32 
434.34 439.34 
434.36 439.36 
434.38 439.38 
434.40 439.40 
434.42 439.42 
434.44 439.44 
434.46 439.46 
434.48 439.48 


434.50 439.50O 


3-6-3. レビ ピーター の 運用 

一 最 的 に 430 MHz 鞍 の レビ ー タ ー は 、 受信 と 
洲 数 が 5 MHz 葉 れ て いま す 。 また ., 信号 に 88.5 
ン が 付加 され て いる 場合 に 動作 し ます 。 

本 機 は オー トレ ビー ター オフ セッ ト 機 能 を 採用 し て お 
り , 周 湊 数 表示 が 439 MHz 台 に な る と 自動 的 に 一 5 MHz 
シフ ト 、 ト ー ン ON の 状態 に な り ま す 。 受 信 周 流 数 を レビ ー 
ター の 周波 数 ( 例 . 439920 MHz) に 設定 し て 送信 する 
と -5MHz ( 例 434.920 MHz) に な り , 同時 に 肉 型 の 
88.5Hz ( 券 期 設定 ) の トー ン が ON に な り ま す 。 


送信 の 周 
Hz の トー 


ーー 


入力 周波 粗 (MHz〉 出力 周 浪 数 (MHz) 
434.52 439.52 
34.52 439.54 
34.56 439.56 
434.58 439.58 
434.60 439.6G 
434.62 439.62 
434.64 439.64 
434.66 439.65 
434.88 439.68 
434.70 439.70 
434.72 439.7g 
434.74 439.74 
434.76 438.75 
434.78 438.78 
434.80 439.80 
434.8Z 439.82 
334.84 439.84 
434.86 439.86 
434 88 439.88 
434.90 439.9Q 
434.92 439.9Z 
434.94 439.94 
434.96 439.96 
434.98 439.98 


- メ イン パン ド を ., 希 翌 する レビ ー タ ー の 居 当 数 に 合わ 


せま す 。 


シフ ト . トー ン ON (トー ン 周 波数 88.5 Hz) を 家 


議 し ます 。 
: シ フト , P19 参 昭 , トー ン 周 波数 、P20 参照) 
ご 注 意 


送信 する 前 に 必ず その 周波 数 を 受信 し , 他 局 が 交信 
し て いな こと を お 確か めく だ さい 。 


・ マ イク ロホ ン の PTT スイ ッ チ を 押し ます 。 LCD ディ 


スプ レイ に 皿 馬 表示 が 灯 き , RF メー ター が 振れ 
ます 。 


マイ クロ ホン に 向っ て お 話し くだ さい 。 マイ クロ ホン 

と 口 も と の 千 編 は 5 cm 位 が 適当 で す 。 

ご 注意 : ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 一 
声 が 大 きす ぎ た り , マイ クロ ホン に 近 ず きす ぎる と , 

進 信 信 号 が 大 きく ひずみ ます 。 また 遠 す ぎる と 弱く て 

罰 き と り に くく な り ま す 。 


・ PTT スイ ッ チ を は な す と , 受信 状 遂 に 戻り ます > 


3-7. ビー プ 音 に つい て 


各 キ ー を 揚 作 し た 時 及び , 各 モ ー ド で 状態 が 変化 し た 時 に 


下記 の ピー プ 音 が 出 ま す 。 
50 ミ リ - 多 100 ミ 


リ 秒 


た ーー 


無効 キー を 操作 し た 時 


スキ ャ ン 角 除 時 . 


プラ イオ リティ 衣 除 時 . 
ARA 解除 時 . 名 設 定 操作 の 解除 時 


リバ ー ス ON 時 , ミュ ー ト ON 時 , 
ファ ンク ショ ン OFF 時 , スキ ャ ン 
十 能 ON 暴 、 マ イク UP キー に よる 
周波 数 の アッ プ 時 


リバ ー ス OFF 了 時. ミュ ー ト OFF 時 
ファ ンタ クション ON 時. マイ クタ DWN 
キー に よる 渦流 数 の ダウ ン 森 , 
ARA ON 時 , キー ロッ ク OFF 時 


バン ド 切 換え で メイ ンジ バ ンド に 124 
MHz 需 を 設定 し た 時 , MHz UP 待 . 
AaX ON 隊 


メイ ン バ ン ド 側 で VFO モー ド に 設 
定 し た 眼 


メイ ン バ ン ド 側 で メモ リー ミード に 
設定 し た 時 


バン ド 切 換え で メイ ン バ ン トド に 430 
MHz 葵 を 設定 し た 時 . MHz DOMWN 時 , 
ABX OFF 時 , シン グル モー トド 設定 符 


サブ バン ド 仙 で VFO モー ド に 設定 
し た 時 


サ プ バ ンド 側 で メモ リー モー ド に 設 
定 し た 限 


es 


メイ ン バ ン ド 側 で コー ルチャ ン ネ ル 
を 呼び 出し た 時 


ポケ ッ ト ベ ル を ON し た 時 


サブ 操作 に 切換 えた 時 


ツイ ン モ ー ド に 切 江 え た 時 


メモ リー スキ ッ プ ON 時 


ピー プ 斉 ON 時 . 
メモ リー 書込み 操作 時 


サ プ バ ンド 側 で コー ルチャ ン ネ ル を 
呼び 出し た 時 


ポケ ッ ト ベ ル を OFF し た 茸 


サブ 操 作 よ り メ イン 揚 作 に 切換 えた 時 , 
サブ 操作 中 に 拉 吉 作 の まま で 10 秒 
経過 し メイ ン 提 作 に 戻っ た 時 


キー ロッ ク ON 時 


メモ リー スキ ッ プ OFF 時 


ピー ブ プ 吾 OFF 時 
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トー ン 周 波数 の 設定 坦 作 時 


VFO モー ド で 周波 数 が メモ リー に 蒼き 
込ま れ て いる 周波 致 と 一 致し た 肝 


VFO モー ド で 司 波数 を アッ プン ダ 
ウン し て 500kFz を 通過 する 時 


VFO モー ド で 周波 数 を アッ プ し て 
1 MHz を 導 過 する 時 


VFO モー ド で 周波 牙 を ダウ ン し て 
1 MHz を 通過 する 時 


VFO モー ド で 周 浸 迷 を アッ プ し て 
周波 数 が バン ド エ ッ ジ の 上 限 か ら 下 
限 に 切り 急 わ っ た 時 


VFO モー ド で 周波 数 を ダウ ン し て 
周波 数 が バン ド エ ッ ジ の 下限 か ら 上 
隈 に 切り 換 わ っ た 時 


ビジ ー ス キャ ン 中 に 信号 受信 に よっ 
て 一 時 停止 し た 時 


空き チャ ン ネ ルス キャ ン 中 に 主 き 
| チャ ン ネ ル で 一 時 便 止 し た 時 


CTCSS スキ ャ ン 中 に 信号 受信 に 三 三 
よっ て 一 貞 停 止 し 指定 され た トー ン 
周波 数 が 含ま れ て いた 時 2 


ARA 中 に レビ ー タ の 信号 を 受信 し 
た 時 


ABX 中 に サブ 側 の 信号 受信 に よっ 
て メイ ン パ ンド と サブ バン ド が 入れ 
換 わ っ た 時 


メイ ン 抽 で の プラ イオ リティ 中 に メ 


モリ ー チ ャ ン ネ ル に 信号 を 受信 し た 
時 


ABX 中 に メイ ン バ ン ド と サブ プ バ ン 
ド を 切 漠 え 後に 信号 無し 状態 で 3 
秒 経過 し た 時 


サブ 倒 で の プラ イオ リティ 中 に メモ 
リー テ チャンネル に 信号 を 受信 し た 時 


メイ ン 側 の ベル 昔 


サブ 便 の ベル 斉 


ソ ソソ 
シフ ト 状 態 を 切換 え 時 に は 難 状態 に 対応 し て 次 の ゆ ピ ビー プ 理 


トー ン モ ー ド 時 


CTCSS モー ド 時 
CH ステ ッ プ の 設定 時 に は 如 ス テッ プ に 対応 し て 次 の ビープ 斉 が 出 ます 


ソ ド 
シフ ト 時 スプ リッ トモ ー ド 時 シフ ト 解 除 時 


= 三島 ( に = ニコ 
5kHz ファ 10kHz ソ 12.5kHz ラ 20kHz シ 25kHz ド 


メモ リー チャ ン ネ ル を 切換 えた 時 に は 各 メ モリ ー テ チャ ン ネ ル NO に 対応 し て 次 ゆ ピ ー プ 音 が 出 ます 


1 レ ミ =。 ファ ソソ ラ 
M1 。 M2 _ M3 M4 M5 M6 


シ 
M7 


守 圭 圭 圭 圭 詩 圭 圭 圭 圭 


メモ リー モー ド 中 
の 0 又は 「F] 表示 点灯 中 に 
0 MM マイ クロ ホン の UP/DWN キー 反 條 時 
の 放 ー。 


4-1. 


作 誤 し て くだ きい 。 
2. 保証 期間 一 買 い 1 
正高 な ご 使 必 状態 で この 計 光 内 に 万 一 


な. お 孝 数 で す が 吉 に まえ て . おま 置い 上 げ の 
表 売 店 ま : は 当 せ サ ー ビス 訟 口 に ご 揚 
穫 書 の 規定 に 従っ て 修理 いた し ます 。 


7 の デリー 
1 保証 一 深 普 革 こ は 必ず 所 定 和 事項 ご 問 入 店名, ご 3. 選 証 可 間 経過 後 の 
員 三 ) の 旗 人 お ぶ び 記載 内 容 を お 礎 か め の 上 . 大 切 に 


ビス 


年 科 で す , 
孝 際 が 誠 じ た 場合 4. 


だ さい 。 保 


4-2. 隊 お 考え に な る 前 に 


上 : ち を 。 ッ チ を 入れ て も ディ スプ レ 
イ に 何 も 表 示し な い 。 


表示 が 暗い 。 


こつ いて は お 買い 上 げ の 央 売店 


また は 当社 サー ビス 訪 口 こ に ご 揚 談 く だ きい 。 
修 肛 こよ っ て 概 能 
に より 有 有 財 で 修理 いた し ます . 

アフ ター サー ビス に つい て . ご 不明 な 点 は お 貢い 
の 販売 店 また は 演 社 サー ビス 窓口 に ご 用 説く だ さい > 


持 で きる 場合 に は お 容 接 の ご 世 過 


b ヒュ ー ズ が の れ た 遇 に 妥 する 彦 
理 を し た 後 、 沸 定 容量 の ヒュ ー ズ 
と 交錯 し て くだ さい 。 

ト FX : 15A 
SS 人 


電源 電圧 が 低下 し て いる 。 


スピ ビー カー か ら 音 が 出 な い 。 
受信 で き な い 。 


SCAN キー を 押し て も スキ ャ ン し な 
い 。 


電源 吉 庄 は DC 13.8 V で す 。 


a. VCL つづ まみ を 反 時 計 方 向 に 
すぎ て いる 。 

b. スケ ル チ が 閉じ て いる 。 

c. トー ンス ケル チ が 動作 し て いる 。 


dd マイ クロ ホン の PTT スイ ッ チ が 
押さ れ , 送信 状 能 に な っ て いる 。 


8 VOL つま み を 適当 な 音量 こ セ ッ 
ト し て くだ さい 。 

b. SQL つま み を 反 時 計 方 向 に 回 し 
て くだ さい 。 

Cc トー ンス ケル チ を OFF に し て く 
だ きい 。 

d すみ や 記 に PTT スイ ソチ を COFF 
に し て くだ さい 。 


SQL つま み の 刺 な ど ス キャ ン 動 作 
の 条件 が 油 定 し て いな い 。 


メモ リー の バッ クア ッ プ が で き な 
い 。 


4-2-2. 送 信 


バッ クア ッ プ 用 リチウム 電池 の 寿 


| 出力 出 な い 。 


a マイ クロ ホン 員 子 の 赴 し 込み 不 守 
全 。 
b. アン テ ナ の 近 続 不良 。 


レビ ー タ ー を アク セス で き な い 。 


トー ン 周 波数 な ど レ ビー ター に よる 
交信 の 務 件 が 満足 し て いな い 。 


ー 3-3-2 スキ ャ ン 動 作 


ー4-3 マイ タロ コン ピュ ー タ ー の 
メモ リー バッ クア ッ プ 生 リ チ ウ ム 電 
地 の 交 交 。 


2. マイ クロ ホン を 容 実 に 
くだ さい 。 

b. アン テ ナ を 確実 に 援 続 し て くだ さ 
らい 。 

ー3 す 3 トー ン エ ンコ ー ダ ー 

3-6 レビ ピー ター に よる 交信 。 


4-3. マイ クロ コソ ピュ ー タ ー の メモ リー バッ クア ッ プ 用 リチウム 電池 の 交換 


マイ クロ コン ピュ ー タ ー は . リ テ ウ ム 名 池 で バッ クア ッ 
プ さ され て いま す 。 し た が っ て POWER スイ ッ チ を 切っ て 


も メモ リー は 保持 され ます 。 
リ テ ウ ム 電 池 の 妊 命 は 約 5 年 で す 。 


バッ クア ッ プ され な く な っ た 場合 は , リチウム 電池 の 寿 
命 で す の で , 電池 の 交換 が 必要 で す 。 電池 の 交換 は . お 買 


い 求 めい た だ いた 販売 店 . また は 当社 サー ビス 意 口 に ご 相 


談 く だ さい 。 
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5-1. 申請 書 の 書き 方 

本 根 に よ リ アマ チュ ア 簿 球 局 の 思 請 を する 場合 は . 下 販 
の 四 請 選 息 に 下記 の 事項 を まち が いな ぐ 記 載 う え 持 請 し 
て くだ さい 。 

* 印 の 質 所 に は , 実 よ り そ れ ぞ m の モデ ル に 診 主 
する 事項 を 記 人 し て くだ ご さい 、 


〔 無 株 局 免許 申請 書 ] 

21 希望 する 周 扶 数 の 上 囲 、 空中線 電力 . 電波 の 型式 
aiiid 寺 の 式 | 
|*1 


間 


1 


り 729 ン Z 和 を 調 


し | *s 


We *4 


坦 后 定 
想 の 式 


その他 工事 謗 


な お , HX で 忠 請 する 場合 は , 第 2 統 ア マテ ュ ア 無線 技士 
以上 の 濱 区 が 必要 で す : 

本 半 を 使用 し て 保証 : 合 は . 避 証 惹 書 の 送 
信 北 系 納 図 の 欄 に 康 和 . また は . 送 全権 の 機 往 や 昔 を 
記載 すれ ば 送信 機 素 屯 図 の 記載 を 省 中 する こと が 出来 ま 
す 。 


[アマ チュ ア 選 世 守 申請 の 保証 願 〕 
- 保証 認定 料 


上 | - 叶 許 交 三 設 引 
主 1 送信 機 ネネ 6 欄間 交 宮 設 和 
」 醒 誠 区 けず 数 料 


栖 演 人 


梅 主導 料 


指 基 だ け 北 料 


5 
10 50 ] 
世 P 六 WE5 

帯 774 ウ X 144 MHz 事 M57726x 1 
4 M 生 M57752X 1 430 MHz 辻 M57288MX 1 | 

44 MHz 爾 W 144 MHz 帝 13.8V 30W 
436 北 導 88V 0 」 430 MHz 竹 138V 70W コ 

使用 する 空中 線 の 型式 を 記 人 し て くだ さい 。 
~T 
DR-572SX DR-570SX DR-572HX DR-520HX 
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